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、摺
遍

・間

・暦

田

一吾

(虫
)
笥

講
饗

「x
線
お

よ
び
中
件
子
(線
)
同
析
に
よ
る
埴
晶

構
造
の研
究
」講
師
東
大
物
忙
研
斎
膝

喜
彦
教授

鵯
纏
馨
難
鮒
騙
塑

停
年
退
官
教
授
の
横
顔
(2
)

▽
今
西
錦
司
軟
授

明
治
三十
五
卑左
鼠下
賀
茂
に
寵
ま
る
。
大正

十
四釦
県大
農
学
郁
農
林
比物
科卒
業
。
昭
和
二
十
五
年
人
文
研
には

いり
、
昭
和
三
十
四
黛
人
文
樺
教授
と
な
り
現
右
に
コる
。
宵、大
ア
ノ

リ
カ
類
人
独
学
術
調
査
隊
(K
UA
P
L
)
の
隊
長
と
し
て
柵度
もア

フ
リカ
の
コ、,ノブ
、
叔
ン
ガ
ニカ
の
奥
湊
く
に
瓠
き
、
そ
の
業績
は
世

界
的に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
㌃
な苦
講
に
は
「カ
ラ
コ
ル
ム
探険
の
記

録
」
「日
本
勒
物
記
」
な
どが
あ
る
。
退
冒
満
演
は
二
月
八日
午
後
一

時
から
人
文
研
本
館
の
講賞
で行
わ
れ
る
。
退
冒
徳
の
生
活は
ま
冗決

め
て
いな
い
と
の
こ
と
。

▽
西
山
市
三
教
技

明
冶
三ヒ
こ
牛二
月
¢
ま
る
。
大正
十
㎝
ヰ本

校
助
墾
と
な
る
が
勉
学
の考
厚
く
大
正
十
三
勾
順
芋
繭農
林
生
物
学
科

入
ウ
、
昭
和
二
年
卒
豪し
、昭
和
二
十
一、q
教
授
と
な
る
。昭
和
二
十

九
年
ア
メ
リ
カ
、
メ
モン
」、
昭
和
}二+
六
年
ノ
メリ
カ
へ
出
張
し

た
。
教
授
は
聾
杯
生物
学
朴
実
喚
遺
伝
学
を
耐
究
し
て
い
る。

[

「
女
子
寮
名
」
募
集
を
締
切
る

「わ
た
く
し
たち
の京
大
女
チ
漿
に
は
聞
角
斜
詞
があ
り
ま
せ
ん
。

名
づ
け
規
に
な
っ
てド
さ
いー
」
と
の
呼
び
か
け
に
55
し
て、
先
週
の

締
切
り
日
ま
て
に
"六
十
人
の
りを
の
こ
4
,を
み
な
4
が名
前
を
持

「

ち
よ
った
。

二
十
脚日夜
の同
寮
生
大
会
で
は
、
あ
よ
り
多
く
集
ま
2た
名
肘
に

彼
女
た
ち
は
嬉
し
い悲
隅
。
饅
後
ま
で
残
ワた
「九
n賛
」
と
「力
里

小
響

」
の
い
ずれ
か
に
誉

難

る
.
当
慧

には
千
円
勾

2

黄
品
と

り
伺
録
6
が
て
る
と
か
。

蓬
京
大
人
事
こミ

昇
任
化
学
耐
助
赦
授

杉
田
凋
天
(日
助手
)コ
叙授

バ
肉
照

(同
助
教授
)

配
置
換
廓
助
教
授

森
田
学
(曼
格
大
μ助
訳授
)

辞
職
藤
田輝
雄
(医
助
教
授
)

転
任
丁
助
数
授

ま
田
篤
(建
殴
技
冨
)
丁
教
授

長
尾
霧
三

(運
輪技
官
)

併
任
経
済
学
部
長

評
議
員

岸
氷
英
太郎
(経
教
授
)
評
議
員

岡
部
利良
(経
教
授
)
評
議
員
浅
山
穐
二
(医
教
授
)
医
付
属
病院

長

浅
山
亮
二
(医
教
授
)

解
職

法
令
会
計
事
務
取
扱

八
木
蔀
(法
事
務
長
)

「学
生
は
必
要
に
応
じ
」

学
鳳

協
で

学
内
摩
生
問
題
協
議
会
第
二
回
会議

は
、
去
る
二
十
五
日
五
時
か
ら
文
学
部

会
議
室
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
同
会
議
に

は
、
学
生
側
か
ら
学
内
間
題
対策
協
議

会
が
、大
学側
か
らは
学
長
、学
生部
長

等
ま
で
構
成
さ
れ
る
厚
生
旛設
整
備
委

員
が
出
席
し
大
学
側
の
同
整
備委
規
約

が
公
表
さ
れ
た
。
な
お
巣
田学
長
は
欠

席
。同

規
約
に
よ
る
と
、
整
帽委
員
会
は

学
長
の
諮
問
機
関
とし
て京
大
に
灘

か
れ
梅
成
員
と
し
て
各
学部
代
表
と

專
門
委
員
と
し
て
の
事務
周
代
衰
が

加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
いる
。
ま
た
欄

大
学
が
規
約
案
だ
す

学
生
と
の
関
係
に
つ
いて
は
、
第
五

条
に
、
必
要
に
応
し
て学
生
側
代
表

か
ら
意
見
が
聞
く
こ
とが
あ
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
摩
生
問
題
協議
会
の
性
格
に

つ
い
て
は
、
内
規
を設
け
る
模
様
で
あ

る
。
ま
た
同
日
、体
育
会
か
ら
体
甫
館

設
計
図
私
案
が
発
表さ
れ
、
教
獲
学
館

に
つ
い
て
は
掌館
準
備
委
と
掴
体
育
会

文
化
部
連
絡会
議
等
伽
ら
新
糖
飽
付
近

案
が
強
く
お
され
た
"
第
三
同
会
議
は

二
月
十
三
日
に開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

学
貸
掛

八
日
(月
)

人
文
研
停
年
退
ピ
縄
羨

「中
国文
字の
性
嗜
」
画
田
淳
之
助
教

授「アメ
リ
カ
研
冤
の
目
標
と
力
伝
」
曽

一西
錦
司
教
鋭

.寮

自

治

の
限

界

越

え

る
Lと

…

学
生
、阻
止
に
立
上
る

同
盗
仕
左
与神
学
師
(曲橋
弊
毬
r～)
教授
盆は
二
十
五
日
、
同
学
鄭
の
学
触
蹄宿
舎
此
春
寮
の
閉
鎖
を
同
漿生
に

通
告
し
、
さら
に
向
趨
告
に
反
対
す
る
場合
、争
生
の
処
分
も
考
嘱
す
る
と
の態
度
も
久明
し
た
。
こ
の
た
め
同寮
は

「此
春寝
を
守
る
こ」
を
臼
成
し
て
こ
れを
中
心
と
し
て
反
対
闘
争
を
組
む
こ
とに
な
った
。

二
†三
H[開
かれ
た
教
授
△、で
は
「此

春
寮
の
写生
は
寮
目
治
の
権
限
を
趣

え
、
大学
にお
け
る
教
授
会
の
教
肩
の

檸
利侵
吾
であ
る
。
二
月
二
十
五
日
を

も
って同
賛
を
閉
鎖
レ
、
臥実
な
神
字

寮
を
則
建す
る
」
と
い
つ方
針
を
出し

て
い
る
。教
授
会
が
同
寮
閉
鎖
決
足
に

踏切
った
の
は
、
現
8
同
禦
が
字
生運

動
の先
虚
的
学
牛
を
喪成
し
て
い
0
こ

と
や
一昨年
同
寮
学
嬬
が
市
電
、市
バ

ス週
質
裡士
げ
反
対
て
市
議
ハ、には
い

り
込
んだ
こ
と
や
案
内
で
の
"不
祥

事
百
など
の
最
瓦の
寮
乞
の
動
きが
、

棉
≠部
の教
鷺
方
針
に
反
す
る
も
の
ζ

見
て
いる
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

現
在
同
志
ゐ仕犬
に
は
十
一の
寮
が
あ
る

が
、
大
字
生
の
急
矧
な
ど
で
学
寮
の
不

足
に
凶ん
で
い
る
41
で
此
春
寮
だ
けは

定
鍾
五
十
人
に
対
し
四
十
人し
か入
寮

し
て
いず
、
以
剛
か
ら
学
張
部
の仲
介

で
槻
学
節
の
学
生
の
入
寮
を
認
め
て
い

た
。
し
か
し
教
梓
会
の
方
で
は
これ
を

教
宵
緬
設
の
一鄙
と
し
て
他
享
郎
の学

生
を
入
れ
る
こ
と
を
台
認し
て
きた
。

こ
れ
に
対
し
て
蟹
生
は
「此
春
寮
を

守
る
宏」
(代
表
此
春寮
寮
長
・穴

抜
昭
一君
11
神
学
鄙
四
回生
)
を績

成
し
て
叡
授
盆
の
決
足
に反
対
し
て

い
る
。
こ
の
会
は
、
同志
社
の各
漿

連
緒
会
誠で
あ
る
金
漿協
と字
友
団

(サ
ー
ク
ル
の
集
っ
た
も
の
)特
に

キ
リ
ス
ト
教
闘
脈
のヴ
ーク
ルで
組

織
さ
れ
て
い
る
が
、
先
蝦
に励
刀を

呼
び
か
け
て
い
る
。

環
在
全
禦
扇
で
は水
光糾
費
など
の

受
益
者
負
想
区
分
方式
反
対
漣
動
、

学
校
と
対
愛
し
て
い
るが
、運
動
の

中
心
は
此
稗
寮
で
あ
る
ため
学
校
か

ら
の
駈
迦
の
た
め
の手
段
と
し
て
今

圓
の
事
件
と
な
っ
た
と見
ら
れ
る
が

同
会
で
は
、
此
蘂
が
閉
錯
され
れ

ば
他
寮
へ
同
様
の
厘迫
がか
か
る
と

し
て
絶
対
閉
鎖
を
dさ
な
いと
屈
い

態
度
て
出
て
い
る。
ま
た
こ
の
問
題

は
他
の
馳生
にも
共
闘
を
呼
び
か
け

て
いる
か
、
同
肇
で
は
単独
ても
や

る
決
意
を
小し
て
い
る
。
工年
の
二

・
一八
文
鄙
街
遡
11に兇
られ
る
よ

う
に
全
国
的
な
凝
を厚
生
緬
設
か
ら

教
甫
施
設
へ
の
肱換
に向
う
文
部
省

の
方
針
と
掌
漿
の
自治
と
の対
立
の

現
れ
と
し
て
仕
目
され
て
いる
。

大
抜
君
(蟹長
)の
話

教
授
会
の

い
って
い
る
暴
力事
件
は
、
親
膏
き
も

交
換
し
て
単
な
る
,不
犀
事
函
と
な
っ

て
い
る
こ
と
であ
り、
今
度
の
叙
授
会

の
決
定
は
先
血的
字
舵
の
圧
月で
あ
り

寮
目
治
の侵
吉
で
あ
る
。
我
々
は
神
多

部
の
保
守反
動的
な
荻
胃
方
釘
と
徹
低

的
に
圃
か
っ
てゆ
く
。

圃
ム.判
の
祠
左
此
碍
漿
の
聞

題
は
、
宇
生
部
と
漿
鯉
側

が
、同
寮
の
工圓
の
少
.辱い

こ
こ
をも
ン
L、
御
≠
斡
の
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四
月
に
は
移
転

雑
書
籍
部
は
今
の
二
倍
に

璽
協
の
瓶
経
教
室
鍋
下
移
肱計
圓
は

学
校
側
と
⑭
交
渉
が
ま
と
まり
、
岬月

十
日
か
ら
工
事
に
は
い
っ
たo現
在
、法

済
-
教
室
地
下
部
分
の
北入
口、
内
部

基
礎
丁
事
の
段
階
で
、
三月
中
に完
成

の予
廻
。
四
月
中
に
購売
部
、欝
籍
部

が
移
転
す
る
。

工
事
費
は
墓
礎
工
事分
八
百
万
円
余

は
大
学
側
負
担
、内
部
設
備
分
五
百

万
円
は
生
協
が
負担
す
る
。
設
計

は
、
法
経
-
教
堅地
下
の
南
藁
邪
が

学
校
の
ボ
イ
ラ
ー室
に使
わ
れ
る
こ

と
に
な
った
た
め
、生
協
の設
計
試

案
(本
紙
六
月
十
五日
場
)
と
は
大

幅
に
変
っ
て
い
る
。法
経
-
教
室
地

下
に
移
る
歯
籍
部
は
三十
坪
で
現
在

の
二
・五
悟
に
払充
させ
る
。
購
亮

部
の
規
模
は
ほ
ぼ
現在
通
り
で
、
移

転
の
都
合
で
八
月頃
ま
で
現
在
の
売

店
も
一謹
冨
。

こ
の
後
、現
在
の轡
籍
部
、
喫
茶
部

(メ
ソシ
)
の問
の他
切り
壁
を
と
り

は
ら
っ
て
、喫
茶
部
、
パ
ン
シ
ョッ
プ

を
含
め
て拡
充
す
る
予
定
。
新
し
い
生

食
費
は

メ

ン
類

、

京
大
生協
(理
事
長
・樋
口
謹
一
人
文

研
助
教授
)
は
二
十
六
日
理
事
会
を開

い
て
、次
回
同
総
会
の
日
程
、
議
事
を

決
めた
あ
と
、
生
協
食
掌
の
ウ
ドン
類

を現
行
価
格
よ
り
五
円
、
カ
レ
ー
ライ

ス
、
ハイ
シ
ラ
イ
ス
を
十
円
僚
上
げす

るこ
とを
承
認
し
た
。
理
由
は人
件
貸

と水
道
代
の
値
上
げ
に
よ
る
も
ので
、

近
く
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る。
こ
の

殖
上
げ
決
定
で
、
カ
レ
ー
類は
一挙
に

値

上

り

カ
レ
ー
五
～
十
円
も

協
地
下
街
は換
気
袋
,阿な
ど
や
電
気
設

備
な
ど
も
)抽傭し
、
利
用
煮
の
樋
宜
を

計
る
。水

光

費

の

不
払

闘

争

き

め

る

か

六
日
に
生
協
総
代
会

京大
生協
総代
会
は
、
来
る
二
月
六
日

に
行
な
われ
る
予
定
で
あ
る
がト
ニ
十

六
日開
かれ
た
生
協
理
事
会
は
そ
の
議

事
とし
て、
生
協
水
道
・光
《
貧
の
大

学
負担
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
った
.

そ
の方
法
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
四

学
生
の入
寮
を
認
め
、
こ
れ
に
反
対
す

る
同字
灘教
授
会
と
の
対
宣
が
、
肩
接

の契
磯と
さ
れ
て
い
.佃。
し
か
し
虹
年

の
全
凶の
多
数
の
争
寮
に
対
す
る
大
諮

側
11権
力
側
の
十
渉
と
饗
牛
支
配
の
試

み
な
ど
一連
の
動
き
を
み
る
場
合
、此

春
寮
問
題
も
学
寮
目
治
の
大
き
な危
機

の
表
圓化
し
た
も
の
と
い
わ
な
けれ
ば

な
ら
な
い
。

文
都
省
の
争
従
厚
」審
議会
は
去
る

三
十
七
勾
に
争
寮
に
関
す
る答
申
を
行

な
い
、
肖.γ寮
の
教
爵
的な
意
義
を
強
調

(そ
れ
は
最
迩
、寮
内
への
「舎
孫
」

広
り
こ
み
と
な
っ
てあ
ら
わ
れ
て
い
る

)
し
、
同
答申
の
中
に
み
ら
れ
る
水
光

鰍
甥
の
受
益
詩員
担
の
負
担
区
分
の
問

題
は
去
臼
二月
に
又節
商
が
全
因
大
字

の
与
生
挫長
に
発
し
た
い
わ
ゆ
る
「三

。
一八通
庄」
の
中
に
も
憾
「
き
り
と
」

方針
が
出さ
れ
て
い
る
。
通
ぜ
は
光
郵

水
科の
寮
生
負
抱
を
コ櫨
刀
実
励
に
つ

と
める
よ
う
」
に
と
述
へて
い
る
。
こ

れ
に
は最
ぬ
の
泉
大
生
や
ム
勾
の
同
志

社
大
全蟹
協
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
全

国
的
に
辰
対
運
動
が
も
り
あ
が
っ
て
い

る
。ま

た
此
各
漿
の
崎
合
、
大
学側
と寮

犀
側
の
,学
寮
の
意
義
π
の
受
け
とり
「

力
が
対
照
的
な
戸
も
興
昧
を
ひ
い
て
い

る
。郎

ち
押
字
部
側
は
「r凝
は
教
冨

毯
馨
蒐
黎
駕
欝
2

て
も
娼
学
b
の
子生
は
入
れ
て
は
い
け
「

な
い
」
と
一目う
の
に幻
し
て
、
寮
生
側

は
「こ
れ
は
掌生
節
の
め
っせ
ん
て
採

哨
し
兀
こ
と
で
あり
、
箏生
の
煙済
的

困
難
の
折
か
ら当
黙
のこ
と
に」
と
虻

張
し
て
い
る
。
これ
は
字
寮
の
障
生
的

側
圓
を
強
調し
て
いる
こ
と
は
明
りか
一

で
あ
る
。

学
景
は
催
か
に
て
の教
胃機
-を
為

つ
こ
と
は
、手4本
来
の艦
領
か
ら
も
口

寵

誕

齢
職

搬

欲

戦
鯉

「

た
あ
と
に
はし
め
て
毘
旗
され
る
問
題

で
あ
る
。

亀一誓

三

一

モ
一

一一「一

一一「"

月
分
か
ら
の水
光
健
に対
し
不
払
い

闘
争
を
択鴛
し
よ
つと
づ
る
も
の
で

あ
る
。

水
光
貧
不払
い
闘争
を
堺
召
おこ
な
っ

て
い
る
-、守
とし
て
、
静
岡
。
ロ買
。

新
潟
・鹿
児
島
の国
立
人
学
と
、
関
西

大
学
が
あり
、五
、
六
月
に
は
、
旧
し

帝
人
も
同闘
争
にち
加
す
る
予
定
で
、

京
大
は
、
そ
の元
端
を
き
る
こ
と
に
な

る
よ
う。

ま
た寮
学
二も
、
来
年
度
か
ら
入
漿

予定
の韻
野
耕寮
の
水
光
費
が
学
生

負担
とさ
れ
て
いる
兀め
、
今
後
不

払
をお
こ
な
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

いる
。

これ
に
つ
いて
は
、
組
織
部
の
沽
動
首

段
階
で
意
志
枕
一は
で
き
て
い
る
も
の

の
、平
民
学
運
系
の
学
生
は
、
時
期
尚

早
とし
て
ボ
イ
コ
ソ
ト
す
る
可
能
性
が

蔭畢

 

あ
り
、
ま
た職
員
の印
に
は
禰櫨
駒
意

一見
が
少
な
く
な
い。

就
職
先

の
決

っ
た

人
々

サさ

ヨ

水

麿
学

科

▽
三
栄
化
掌

大
構
搬

鱒簑
糺
響▽日本
職
器
金
本
占
史

▽
丸
紅
飯
田

小
西
裕
一

ま
ず
は
う
え
の

写
真
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

こ
し
ょ
う
ち
の

と
お
り
、
教
養

の
図
書
館
閲
覧

室
て
あ
る
。
な

ん
の
変
哲
も
な

い
風
景
と
い
う

な
か
れ
。
こ
れ

は
試
験
前
の
真

剣
な
宇
生
の
ス

ナ
ノブ
な
の
⊂

あ
る
。
況
み
具

合
い
は
こ
ん
な

も
の
で
は
な

℃

大
き
な
机

五十
五
円
と
な
る
。

生
協
は
一昨
年
秋
に
も
物
仙値
上
り

の理
由
で
メ
ン
類
と
カ
レ
ー
ライ
ス

な
ど
を
五
円
値
上
げ
す
る
と共
に乳

価
の
幾
更
を
行
な
っ
た
が
、今
回
の

措
置
で
学
生
は
少
な
か
らず
負
担
を

も
つ
こ
と
に
な
り
そ
う。
生
協
の
価

格
変
更
は
理
事
会
が最
終
決
定
を
行

な
って
い
る
。

マ

レ
ー

シ

ア

大
学
設
置
に
協
力
か

奥
田
学
長
、意
向
を
ほ
の
め
か
す

一一月
一日
、
奥
田
掌
長
は
「マ
レ
ーシ
ア
に
新
ら
し
く
遣

れ゚
る
大学
の
嬉

設
に、
工
学
耶
に
は
京
大
は
協
力
す
る意
向
が
あ
る
↑
と
述
べ
た
。

こ
れ
は
、
第
二
次
大
戦
の
血
債
とし
て、
マレ
ー
シ
ア
政
府
が
日本
と協
力

し
て
大学
の
創
設
を
計
画
し
、
こ
の
度そ
の協
力
大
学
を
非
公
式
に
文部
省
に

依
頼
し
て
き
た
も
の
で
。
京
大
に
は昨
年
十
二
月
に
そ
の
意
向
を打
診
し
て
き

て
いた
.

マ
レ
ー
シ
ア
側
の
要
鯖
に
よ
る
と、
畢

β
、
水
産
学
部
の
二学
部
酸
鷹
を

計
回
し
て
お
り
、
京
大
に
も
こ
の
二学
部
に
つ
いて
協
力
を
求
め
ら
れ環

し

か
し
、
京
大
の
現
在
の水
産
学
部
の
力
量
か
ら
み
て
、水
産
学
部
の
殴
置
に
は

協
力
で
き
な
い
た
め
、先
の奥
田
学
長
の
談
話
も
「工学
部
の
設
直
」
に
は
力

を
惰
し
ま
な
い
と
の意
を含
ん
で
い
る
。
大
学
側
で
は
まだ
具
体
的
な
計
画
案

を
受
紗
て
い
な
い
が
、今
後
さ
ら
に
相
手
側
と
の折
衝
を続
け
る
う
ち
に
は
っ

き
り
と
し
た
態
度
を示
す
もの
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て政
治
的
に
紛
争
を
続
け

る
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
に、
東
南
ア
研
究
等
と
の
関係
もあ
り
、
こ
れ
か
ら
の
穴

学
側
の
動
き
が注
目さ
れ
る
。

と
回
転
い
す
と
ス
ト
ー
ブ
と
…
。
隣
人
の
存
在
さ
え
気
に

な
ら
な
か
っ
た
ら
、
四
帖
半
の
う
す
ら
寒
い
下
宿
て
震
え

.て
い
る
よ
り
は
数
段
快
適
な
勉
強
が
で
き
る
。
人
が
集
ま

る
は
ず
で
あ
る
.

と
こ
ろ
で
ト
ふ
と
思
っ
た
の
だ
が
、
毎
日
こ
れ
た
け
の

学
生
が
せ
ま
い
構
内
を
か
っ歩
し
た
ら
と
う
な
る

だ
ろ
う
。
さ
っ
と
や
り
切
れ
な
く
な
る
に
ち
が
い

な
い
。
し
か
し
そ
}.〕は
よ
く
し
た
も
の
。
彼
が
休

ゐ

め
ば
ぼ
く
が
行
き
、
ぼ
く
が
休
め
ぱ
彼
が
行
く
。

大
学
も
大
多
数
の
字
生
が
欠
席
す
る
こ
と
を
期
待

(予
期
)
し
つ
っ
、
定
員
を
決
め
て
あ
る
ん
た
ろ

う
…
と
。

二
丹
一
日
か
ら
は
入
試
願
書
の
受
け
つ
け
も
始

ま
る
。
ち
ら
ほ
ら
見
か
け
る
来
年
度
受
験
生
へ
の

ロ

少
し
ば
か
り
の
懐
か
し
さ
と
、
わ
が
身
に
九
し
追

っ
た
試
験
と
.

同
病
(?
)
相
あ
わ
れ
む
最
近
の
構
内
風
景
で
あ

る
。

寮
生
大
学
に
抗
議

1
囚酬
品

開
.曝旧

望蔓

1圏
臨・琶

謝
1隈:'～姜

匝
■

会
見
も
の
別
れ
に
お
わ
る

▽
不
二
屋

佐
々
木
義
史

▽
水
産
研
究
所

渋
川
弘

▽
三
井
物
産

阜
崎
幸
夫

▽
日
本
ハム

半
田
智
夫

▽
鐘
淵
化
学
⊥
莱

久
田洋
二

▽
京
都
府
水
陛
試
験
場
藤
田
翼
吾

▽
糟
印
乳
策

古
山
淳
二

▽
東
洋
棉
r化
前
田
勝
利

▽
豊
橋
肥
料

森
田
開
成

▽
東
洋
水
陛
中
野
亨
夫

▽
菱
和
飼糧

中
山
寛
(以
上
字
都
)

▽
典
洋
製罐
東
洋
鋼
板綜
合
輌
究
所

平
田
闘夫

▽憂
知水
匹試
版
所

山
根
伸
一
(以

野
修
士
)

農
林
経
済

科

「脚
㍊

難

錫
鍛

男

▽
丸
疽
飯
出

植
村
文
崩

▽
斜
友
蘭
撃

黒
川
跡亭
、
谷
沢
長
夫

水
野
繁
雄

▽
余
購
連

小
あ
ム

「▽
北
栂逼
拓
銀

岡
田
和
孝
、
花厨
三

篤
、
横
山
健

「▽
日
本
不
動
爵
銀
釦

野
田
隆司

}▽
中
小
公
幽

松
本
肉
臣

　▽
鼠郁
儲
用
金
距

聞
淵和
正

認

膿
蟻

井鍵
而三郎

▽
森
水
乳
朱

木
ド
健

▽
旭
化
、灰

小
崎
泰
二

▽
大
〕ロ本
杢
料

瀬
野
戯

▽
藤
沢
楽
品

竹
内
俊
彦

▽
竹
埠
ハ
ム

中
村
干
秋

▽
建
設
由

六
波
羅
昭

三
寮
超
合
闘争
委
貝
会
は
二
十
κ
日
午

後
三
時か
ら文
学
初協
議
箏
に
お
い
て

奥
田学
長、
山
岡
学
生
蜘
長
ら
と
会
見

を行
な
った
。

二
+
二
日学
生
帥長
か
ら
止
式
廻
膚
の

あ
った
宇
治
禦
廃
止
は
、
四
月
ま
で
ニ

ケ
月
し
か
な
い
う
え
、
昨
年
十
月
に体

甫
会
。岡
学
会
・宇
拾
景
・学
校
で
と

りか
りし
た
宇
治
グ
ラ
ン
ド
工
事
と
宇

治
寮
撤
去
の
契
約
は
四
年
周
であ
り
、

最
後
に
宇
治
寮
は
撤
去
す
る
話
で
あ
っ

た
少
な
く
と
も
半
一以
削
に
遇
告し
て

く
るの
が
誠
憲
あ
る
態
度
で
あ
る
。ま

た
、
現
在
、
熊
野
新
斎
が
A
棟
し
か

建
た
な
い
時
に
こ
れ
を
取
壊す
こ
と

は
、
寮
の
縮
少
で
あ
り
、
大
学
の
百
っ

て
い
る
二
干
人
寮
に
回
う
方
向
と
逆
で

は
な
い
か
と
払
謡
し
た
。
学
隻部
長は

宇
治
寮
廃
止
は
折
々
言
っ
て
い
た
とし

て
受
け
つ
け
ず
、
こ
の
会
見
は抗
誠
に

終
った
。

▽
53
働
歯

相
艮
武
.心

▽
日
本
専
売公
社

古
山裕
二
辻
村

昌
浩

▽
滋
敏
短
人助
手

山
本
敬
二

農

学

科

▽
三
井
物
陸
赤
井
沙

▽
阪
神
竃
気鉄
道

赤
塚
昌
臨

▽
雷印
乳
潔
洩
届
良
輝

▽
柴
田産
業

大
西
正
八

▽
農林
中央
金
庫

川
獺洋
騨

▽
協
同
乳
、木
小
島
邦
敏

一▽
中外
貿
易

鵬
田
喜
彦

▽
弟
一製
薬

高
山
敏

▽
塩野
蓑製
久

平
林
征
男

小
谷
輯

司▽兼
松
凡朱

村
内
誠
一

林

学

科

▽
建設
庁
大
久
保
駿

西
田
一孝

▽林
野
げ

堀
田
康

茂
田
魏
夢

角

谷
払二

▽
ま
.+綬
紙

安
常
誠

▽U
琳
ハー
ド
ホ
ー
ド
工
莱
大
井
晃

一▽
ー6へ口床輔

大
沢
健
二

▽日
本ビ
ク
ヌ
ー

寓
志
房
雄

▽名
古
歴
凱
朱

報
田
明
砂

▽
中
村
合
板
小
林
更
樹

▽
大
建木
材
⊥業

五
日
女
馬
信

▽
購
合
楓器

森
川
久
夢

▽
三麦
藺
寧

吉
田
道
止

▽
日
侭パ
ル
ノ
工
業

正
垣
幸
凪

▽
丸
紅
飯
田

原
弘

▽
井
」
造
園

吉
村売
男

農
芸
化
学
科

▽
展
林
街

山
寮
収
一
北
川
靖
父
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京大
新
聞
に
何
度
も
報
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
京大
の禦

施設
は
、
現
在
の
祭
収
答
人
員
が
全
体
の
四
パ
ーセ
ン

ト
と
い
う極
め
て
低
い
も
の
で
あ
り
、
全
国平
均
二十

パ
ー
セ
ント
と
は
比
へも
の
に
な
ら
な
い
状
態
で
あ

る
。
そ
の上
、
産
業
界
の
要
謂
に
よ
る
学
生数
の
燭
加

と
、物
価
高
に
よ
る
生
活
苦
は
、
学
生
生活
を増

困々

難
に
さ
せ
て
いる
。
た
と
え
ぱ
、
文
部
省
の学
生
生
活

調
査
によ
ると
、
年
収
七
八
万
円
を
境
に大
学
へや
れ

る
家庭
と
や
れ
な
い
家
庭
に
別
れ
て
き
て
いる
(39

・

11
。2毎
日
新
聞
)
。
曝
生
施
殴
の
貧困
は
京
大
堂生

全体
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

一方
、
優
秀
な
技
術
、
労
働
力
を
もち
、
排
外
的
な

愛
国
心
を
も
つ
無
批
判
な
国
民
を大
量
に作
り
出
す
た

め
、
国
家
独
占
資
本
の
教
脅過
程
へ
の直
接
介
入
が
露

骨
に行
な
わ
れ
て
い
る
。
教
甫
二法
・教
肴
委
員
任
命

制
。動
評
・大
管
法
・学
徒
暉生
審
議
会
答
申
等
の
戦

後
一貫
し
た
教
脅
の
反
動
化
、教
青
にお
け
る
帝
国
主

義
的
支
配
の
強
化
が
見
ら
れ
る
。
そし
て
そ
れ
は
、
ナ

シ
ョナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
。
道
徳教
首と
い
った
思
思
教

胃
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
それ
を物
質
的
に
支
え
る
直

接
権
力
に
よ
る
統
制
、
法
的
・制
度
的
田
但
、
即
ち
械

構
そ
の
も
の
の
帝
国
主義
的
支
配
秩
序
に
見
あ
っ
た
も

の
と
し
て
い
く
文
部
省
11政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
意

図
な
の
で
あ
る
。
カ
ウン
セ
ラ
ー
の
配
置
・モ
デ
ル
寮

・入
退
舎
選
考
機
・自治
憲
輩
への
圧
迫
・二
・
輔八

通
逆
と
し
て
、現
実
に
全
円の
各
大
学
の
寮に
執
拗
な

攻
撃
が
か
け
ら
れ
て
いる
。我
々
は
①
隊
生
施
設
の不

備
②
教
冒
の
帝
国主
義
的
支
配
反
対
と
い
う
▽
場
か
6

の移
転
問
題
で
三
期
に
な
ろ
う
とし
て
いる
。
新
寮
計

画
が
暗
礁
に
の
り
あ
げ
、学
内
行
政
の
不
備
を
一身
に

背
負
った
寮
に
対
し
、大
学
側
は
、
西
寮
三
棟
、
宇
治

寮
の
と
り
こ
わ
し
を
魍告
し
て米
た
。
そ
の
う
え
、
・自

田
寮
に
対
し
て
も
教
養
E号
館
の
工
扇
や
、
亭
務
局
長

の
〃吉
田
驚
は
力
年
とり
こ
わ
す
か
ら
使
所
の
水
洗
化

は
か
ん
へん
勲
い
た
い4
と
いう
保
健
への
通
告
に
も

見
ら
れ
る
様
に
、
とり
こ
わ
し
を
ほ
の
め
かし
て
い

る
。
松
長
、学
生
部
畏
就
住
の
時
、
,寮
間
題は
第
一

完
全
自
治
・二
千
人
寮
を

備
委
員
会
で
認し
合
い
、問
題
を
そち
ら
へ収
束
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
大衆
団
父
を圧
殺
す
る
ス
学
側
の

意
図
を
見
抜
き
、注
意
す
る
必要
が
あ
る
。

我
々
の
当
回
の
目櫻
は
新
祭
獲
得
に
あ
り
厚
生
施
設

充
実
に
あ
る
。決
し
てツ
枚
勧
と
対
V
す
る
琳
に
あ
る

の
で
は
な
い
。大
学
側
は
、
寮
竺
に
細
得
い
く
ズ合
プ

ラ
ン
を
提
出し
、熊
野
新
寮
の
二
期
売
成
に
努
力
され

る
よ
う
強
く嬰
望
す
る
。

文
部
省
の
「新
寮
は
モ
ヂ
ル
寮
化
す
る
案
」
に対
す

に
解
決
せ
ね
ぱな
ら
な
い
"
と
召
明
し
な
が
ら現
時
掃1

る
闘
い
、完
全
目
治
の
要
求
、
受
益
者
負
担拒
台、
炊

.穴公務
員化
な
ど
我
々
の
前
に
問
題
は
山積
み
さ
れ
て

い
る
。
これ
ら
の
闘
争
は
卑
な
る
物
取
り
闘
争
で
な

く
、
全
学的
、
全
国
的
な
闘
い
を
志
同
せ
ね
ば
な
ら
な

門

脇
一

寮
闘
箏
を
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

新
寮
獲
得
闘
争
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。我

は々
以
前

か
ら
新
寮
を
要
求
し
て
来
た
。
し
かし
大
学
側
の
示
し

た
のは
、
繁
食
堂
に
は
り
出
され
た
二干
人
寮
と
い
う

樹
写
輿
だ
け
で
あ
った
。
絵
に
欝
い
た
モチ
で
我
々
を

ご
ま
か
し
て
釆
た
。
し
か
る
に薬
学
部
の
増
築
に
よ
る

西
寮
と
り
こ
わ
し
で
寮
生
の
反対
に
会
い、
熊
野
に
五

百
十
名
の
新
築
が
立
つ
こ
と
にな
った
。
一期
で
建
て

う
と
の
要
求
が
、
や
む
な
く
二期
に
な
り
、
教
青
学
部

:
8

正

人

に
お
い
て解
決
ど
こ
ろ
か
客
観
的
に
見れ
ば
減
少
す
る

方
向
に助
いて
い
る
。
薬
学
部
、
教
養邪
の某
教
授
に

よ
る
"工
事
が
進
ま
な
い
の
は
吉
田禦
生
が
悪
いか
ら

だ
`
との
言
ぼ
ど
こ
の
様
な
一連
の
大
学
側
の
態
度

と
、寮
施
設
拡
充
への
軽
視
に対
し
、強
力
に
抗
議
を

し
た
。
学
内
行
政
の
不
備
が押
し
つけ
ら
れ
、
寮
減
少

に向
う
西
寮
三
棟
・字
治漿
とり
こ
わ
し
に
対
し
て
応

じ
ら
れ
な
い
箏
を
一月
二
二日
・二
五
日
に
大
学
側
に

宜
言
し
た
.
火
学
側
は
これ
ら
の混
乱
は
厚
生
問
題
整

い
。
し
かし
た
だ
単
な
る
共
闘
を
組
め
ぱ
艮
い
の
だ
ろ

う
か
。た
とえ
は
全
寮
連
加
盟
に
國
し
て
も
、
現
在
の

平
民
学連
系
全
学
連
摺
導
の
全
漿
運
の
力針
に
対
し
て

徹
底
的
な批
判
を
加
え
て
い
き
、
各
大
学
で
の
闘
争
の

中
で
、貝
体
的
に
政
府
の
意
図
を
粉
砕
し
つ
つ
、
京
大

禦
運、地
方
寮
運
の
強
化
を遡
じ
、闘
う全
寮
連
を
勝
ち

と
らね
ばな
ら
な
い
。
受
益
者
負
担
拒否
闘争
は
、
生

協
と
の共
闘
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。現
実
の
闘
争
の

中
か
ら強
固
な
共
闘
組
織
が
勝
ち
と
られ
てゆ
く
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
と
、我

の々
寮
闘
争
の
位
置
づ

け
か
ら
し
て
、
現
在
の
目標
は
5完
全
自
治
二
干
人
寮

獲
得
π
で
あ
り
、
熊
野新
寮
で実
質
化
し
て
ゆ
く
闘
争

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(盲
田寮
新
寮
闘
争
委
員
巳

遇
学
部
三
回
生
)
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A
5
判
ナ
製
価
八
〇
〇
円

宗

教

と

人

間

性

湯
浅
泰
雄
著
く
現
代
倫
理
学叢
喬
V

B
b
判
上
製
価
五〇
〇
円

美

の
は
か
な
さ
と
芸
術
家
の
冒
険
性

0
.ベ
ッ
カ
ー
署
久
野昭
訳

B
6
判
上
製
価
ニ
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円
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▽
サ
ノポ
ロ
ビ
ー
ル

池
田
哲
也

▽
旭
化
成

伊
東
平
隆

▽
積
水
化
学

岡
田
孝
凪

▽
豊
鉢
製
油

岡
部
礼
彦

▽
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

片
山
悠
紺

▽
藤
沢
桑
品
⊥
業

樫
田
消
夢

▽
武
田
楽
品

白
藤
英
夫

▽
明
治
製
菓

宮
崎
信
隆

▽
東
洋
レ
ー
ヨ
ン

八木
健ム

▽
磐
印
乳
茶

柳
井
稔

▽
奥
本
製
粉

金
丸
哲
大

農
林
生
物
学
科

▽
田
辺
製
梨

併
々
木
淳

▽
塩野
義
製
薬

早
間
博
』

飛
山
雄

宏農
葉
工
学
科

▽
粟
田
∫
業

荻
野
力夢

▽
三蔓
璽
工

加
藤
彰
久

▽
農
林
肯

中
戸
堅
持

森
攻
俊
雄

山
崎
紘
削

▽
京
都
府
農
莱
試
獣
場

松
尾嘉
虫

▽
愛
知
用
水
公
団

塚
本
昭雄

▽
三祐
コン
サ
ル
タ
ト

本多
昭

▽
キ
ャタ
ピ
ラ
ー
三
菱

油
井
秀樹

▽
ダ
イ
キ
ン
工
未
志
賀紀
大

難

藝鍵

 

機
械
工
学
科

▽
曾
友
機
械

原建
天

矢
野
開
('し)

▽
フ
ジ
ノ
ィ
ル
ム
瞬
井
ユ
軸
田
村

喜
昭

▽
川
崎
魔
⊥
細
田
史
朗

申
村
陽
一

(院
)

▽
八幡
製鉄

堀
江
.坦正

紐
見
紀
幸

(翫
)
安
江
彰
治
(院
)

▽プ
リ
ン
ス
白動
単
前
田
頭

▽
川
崎製
製

町
田
豊

善
本
脚
(
G)

▽東
洋
工
叢

禽
田
艇
一即

芥
川
正

博
(翫
)

▽大
隈鉄
工
所

坂
田
敏
行

▽住
友
化
阜

酒
労
克
忠

林
田

豊

(
口防)

▽
いす
＼
日動
単
萩
炉
章
目、
工
瞭

忠
(ノし)

▽
日
唐デ
ィー
ゼ
ル

聾
L
』

▽
国
鉄

浜
野
清
士

▽
神
戸
製
鋼
神
山建
二

▽
冨
士
璽
⊥

高橋
光
大

▽
本
田
技
研
新
川
艮

▽
ダ
イ
ハ
ツ
工業

尾
崎
明
糎

▽
松
ド
竃
器

三谷
悟
郎

▽
日
麗
自
動卑

小
角
璽
識

塩
原
政

次
▽
小
松
製作
所

長
涯
三
郎

▽
東洋
紡

木
村
】郎

▽
積水
化
学

元
田
武
彦

野
田
洋
一

郎
(睨
)

▽
三菱
レ
ー
ヨン

今
尾
正
治
(ノ匹陽)

▽東
洋
レ
ー
ヨ
ン

由
井
雄
二
郎
∩
)

岩
田
修
(院
)

▽住
友
寛
工
内
田
隆
史
(院
)

▽日
立
造
船

大
西
邦
彦
(院
)

▽
三菱
患
工

木
田
宏
治
(院
)
中
島

文
也
(院
)
森
島
儲
太
郎
(既
)
和

田勝
弘
(院
)

▽住
友
金
属

久
保
幸
雄
(一20b)
西
岡

陸
夫
(院
)

▽
束
洋
ゴ
ム
工
業

榊
原
健
一
(院
)

▽
古
川
囎
-

城
山
魁
助
(
し防)

▽
倉
敷
レ
ー
ヨ
ン

高
橋
正
(院
)
中

野
達
也
(院
)

▽
信
州
大

土
尾
艮
昭
(院
)

▽
新
潟
鉄
工

徳
永
彰
久
(院
)

▽
ト
ヨ
タ
自
動
軍

中
川
哲
(院
)野

呂
周
平
(院
)

▽
ト
ヨ
タ
⊥
機
中
藤
益
雄
(レ
)

▽
大
阪
ガ
ス
前
多
艮
行
(眈
)

▽
日
本
鋼
醤
松
尾
義
一
(
馬レ)

▽
寳
土鉄

村
上靖
(玩
)

▽
帝
人

山
田宏
(
し』)

▽
旭
化成

山
根
崇
弘
(ノレド)

チ
ャー
チ
ル
元
央
園
首

岡
相
が
九
十
蔵
の
大
寿
を

ま
っと
う
し
そ
死
ん

だ
。籟

閾
は
用
意
し

て
いた
彼
の
伝
紺
を
一

斉
に密
きた
て
ん。
「
唆雄
」
の
見
出

し
と共
に
。チ
マー
チ
ル
と
い
え
ば
、

ボ
ク
の
まず
厚
い出
す
の
は
、
葉
巻
と

V
サイ
ン
のメ
顔
よ
り
、
四
五
隼
の
ヤ

ル
タ
会談
て
ル
ー
ズ
ベル
ト
、
ス
タ
ー

リ
ン
と並
ん
だ
あ
れ
で
あ
る
▼
ス
タ
ー

リ
ンは
五
二年
の
死
亡
当
時
、
ソ
運
圏

では
"喜
雄
σ
と
し
て
厳
か
に
葬
ら
れ

た筈
だ
が
今
て
は
そ
の
堰
所
か
ら
あ
ら

ゆ
る
懸バ
を
俗
せ
ら
れ
坦
放
さ
れ
た
。

ワ英
雄
4
ー
そ
れ
が
歴
史
の
洗
れ
と
と

も
に失
権
し
、
は
て
は
忠
の
紋
章
さ
え

貼
られ
て
果園
を
逼
放
さ
れ
る
と
い
う

世
界
史
上
の
お
び
た
兀
し
い
例
の
う
ち

で
も
、最
も
顕者
な例
を、ボ
ク
ら
は
ま

のあ
た
り
に
見
て
き
た
わ
け
だ
。
チ
ャ

ー乎
ル
は
二
十
勾
削
世
界
の
を
の
人
々

にと
って
英
雄
で
あ
っ
た
。
・てし
て今

で
も
世
界
の
十
の
人
々
に
と
「
て
は
,

英
雄
"
の
よ
う
泥
。
何
し
ろ
犬
奥帝
国

の
光
を
増
し
、
民
⊥
じ
残諸
国
を勝
利

の

に
.…
▽
待
て
よ
、
わ
れわ
れ
の論
壇

近
年
「入
喫
亜
戦争
禰
」
をも
って
い

る
で
は
な
い
か
。大
蠣
亜
戦
争
の
植
民

地
開
放
闘
争
とし
て
の側
闘を
み
る
と

き
ー
ー
よし
そ
れが
紡
果と
し
て
の
み

現
出
し
た
とし
ても
プ
ヤー
チ
ル
を
歴

史
の
匿標
よ
のど
こ
に
お
い
と
く
へき

か
?
厚
く
も
ボク
ら
の
中
に
は
彼
の
踏

穴
を
掘り
返
そ
う
と
す
る
意
志
が
働
く

一こ
と
に
な
る。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
学

ぶ
わ
けだ
▼加
ま
こ
う
し
氏
は
古
釆
か

ら
の
"英
雄
百
に
っ
いて
「支
配
占
の

英
雄
」
と
「被
支
配
者
の
央
雄
」
を
ソ

ユ
ン別
し
て
み
せ
て
く
れ
る
。
チ
ャ

ー
チル
は
さ
し
ず
め
綱
わ
た
り
名
人
と

い
う
こ
と
にな
ろ
う
。
植
民
地
解
放
を

阻
むブ
ー
ア
戦
争
は
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
だ

っ
たし
、
ロ
シ
ア
革命
の
干
渉
を
王
張

し
た
のも
テ
ヤー
チ
ル
だ
っ
た
。
彼は

状
勢
を
見
る
眼
が
あ
った
。
英
雄
か
も

知
れ
ぬ
▼
「チ
ャ
ー
チ
ル
さ
ん
て
絵
も

かか
は
る
ん
や
て
、
す
て
き
や
わ
」「チ

ャー
チ
ル
?
英
雄
も
タ
マ
には
徐
々

に死
ん
で
い
く
ら
し
い
。俺
は
バ
リ
ケ

「
鍾
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舞
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地
学
の
実
習
に
、士
器
石
器
の
発
掘に
、
物
探
、
化
探
、
土木
の
フ
ィ
ー
ル
ド
など
で
、
ず

ぐ
に
役
立
ち
調
査
覧皐
早
く
確
実
にす
る
た
め
に
、
と
くに
工
夫
さ
れ
た
新
しい
便
覧
でず

■
大
学
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高
校
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法
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研
究

者
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技
術
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図
表
。換算
法
な
ど
が
使
い
や
す
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あ
り
ま
す。
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英
又
で
書
か
れ楽
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切

実

な

死

へ

の

連

帯

感

r

鮎
川
婁
に
お
ける
生
の
竪
と断
絶

都
市
の
影
像
と
神
の
影
像
と

▲
ム
ム▲

十
全
に
死
ぬ
る
こ

と
は
不
可
能
か

▲
▲
ム
ム

詩
「荒
地
」
の
な
か
の
よ
く
夘
ら
れ

て
い
る数
.行
-

実体
の
な
い都
巾
、

冬
の
夜明
け
の鳶
色
の
得
に
畝
わ
れ

多
く
の
群衆
がロ
ン
ド
ン
補
の
上
を

流
れ
た
、

こ
ん
な
に多
く
の人
々
を
死
が
殺
し

て
い
た
と
は嵩
え
た
こ
と
も
な
か

り
た
。

み
じ
か
く
時折
り
の睨
息
が
吐
き
出

さ
れ
、

人
々
は
め
い
め
い
の足
先
き
を
見
つ

め
て
い
た
。

昆
を
こ
え
て
キン
グ
・ウ
ィリ
ア
ム

通
り
へ洗
れ
て
い
うた
、

そ
こ
に
ま
で
聖
メ
ア
リ
・ウ
ー
ル
ノ

ス
寺
院
の
鐘
は
祈
袴時
問
を伝
え

た
九
時
の
最
徴
の
一打ち
の
にぶ

い
音
で
。

こ
う
し
た
詩
的
挽
現
の
う
ち
に
、
死
に

よ
って
台
な
し
に
さ
れ
た
群
集
で
あ
る

人
閻
の
影
像
に
み
た
さ
れ
た
廃
城
とし

て
の都
市
が
、
こ
の
二
〇
世
紀
を
目
覚

的
に生
き
る
こ
と
を
択
ん
だ
詩
人
に
と

っ
てき
わ
め
て
切
実
な
対
象
と
し
て
慧

識
さ
れ
て
いた
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が

ダ
ン
テ
のフ
ィレ
ン
ツ
ェの
「あ
の
分

裂し
た
都市
」
、ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
パ

リ
の
「蟻
のよ
うに
人
の
群
れ
る
都

会
、
夢
に
充ち
た
都
会
」
を
承
け
て
、

い
わ
ば
エ
リ
オ
ソ
ト
の
ロン
ド
ン
の

「笑
体
の
な
い
都
市
」
に
深め
られ
延

長
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
わた
し
た
ち
は

感
受
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
いだ
ろ
う
。

ζ
う
し
た
く
都
市
V
の影
像
は
決
定
的

環

そ
れ
は
希
望
によ
っ
てで
は
な
く

死
に
よ
って
末来
を
先
取り
さ
れ
て

一響嵩

し
ま
つて
い
る
、
群集
占
いう
単
位
に

よ
って
の
み
証
さ
れ
る
わた
し
た
ち
し

し
ん
の
影
像
で
あ
る。
そ
の
よ
う
な
と

き
、
わ
た
し
た
ち
が
目
己の
死
を
あ
る

いは
他
人
の
死
を
い
つ
か十
全に
死
ぬ

と
いう
こ
と
す
ら
も
は
や不
司留
で
し

か
な
いだ
ろ
う
か
。

エリ
オ
ソ
ト
が
「庇
地
」
を酋
いた

と同
じ
こ
ろ
、
プ
ラ
ハ
で
、孤
独
な
ユ

ダ
ヤ
人
の冑
年
フ
ラ
ン
ソ
・カ
フカ
は

グ
スタ
ーフ
・ヤ
ヌ
ホ
にむ
か
って
「歴

史
的
事件
は
も
は
や
個
人
に
よ
っ
て想

わ
れ
な
いで
、
わ
ず
か
に
群
搬
によ
っ

て
担
わ
れま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
つ

き
と
ば
さ
れ
、圧
迫
さ
れ
、
掃
き
払
わ

れ
ま
す
。
わ
たし
た
ち
は
歴
史
を
甘
受

す
る
の
で
す
…
・・人
閻
は
世
界
に
た
い

す
る
共
問
活
劃
と迷
体
★
任
を
捨
て
て

し
ま
った
の
で
す」
と
い
って
い
た
。

そ
れ
は
偶
然
の
一致な
のだ
う
つ
か。

が
、
む
し
ろ
、
そ
れは
ほん
と
う
は
わ

た
し
た
ち
の
囚
的状
況
の
ある
必
然
の

結
果
で
あ
った
と
い
う
べ
きか
も
知
れ

な
い。
オ
ー
デ
ン
が
響
い
て
いる
よ
う

に
、
「現
に
な
に
が
起
っ
た
の
か
と
い

えは
、員
の
共
同
体
、
す
な
わち
、共

通
の愛
と
いう
猛
盤
の
も
と
に
ょ
と
ま

っ
た理
枕
的
な
人
間
の
集
り
が
消
滅
し

た
の
で
ある
。
歓
会
、
す
な
わ
ち
、あ

る
与
え
られ
た
職
拐
を
は
た
す
さ
ま
ざ

ま
な
能
力
の組
瓢な
りは
、
依
然
と
し

て
存
在
す
る。
し
か
し
、
共
同
体
と
飢

会
と
は
お
な
じ
も
の
では
な
い
」
か
ら

で
あ
る
。

ム
ム
ム
ム

〈
郡
市
〉
の
影
像
が

投
げ
か
け
る
意
味ムム

ム
▲

見
知
ら
ぬ
人
が
「こ
の
巾の
意
味
は

な
に
か
?

お
ま
え
た
ち
は
愛
し
あ
って
いる
た

め
に
、
か
た
ま
り
あ
って
魯
ら
し
て

い
る
の
か
?
」
と
た
ず
ね
たら
、

請
君
は
な
ん
と
告
え
る
のだ
?
「お

た
が
い
の
金
燃
け
の
た
め
に
、ぼ
く

ら
は
一緒
に
春
ら
し
て
い
る
ん
で

す
」
そ
れ
と
も着こ
れ
は
社
会
で
す
」

と
か
?

エ
リ
ォ
ソ
ト
は
「
「岩
」
か
ら
の
コー

ラ
ス
」
に
石
の
よ
う
な
甜
行
を
轡
き
こ

ん
で
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
「免地
」

に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
の
〈
都
市
〉
の影

像
が
、
き
わ
め
て
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ソク

な
慧
味
で
絶
裏
的
な
よ
で
に
前
進
さ
せ

られ
て
いる
だ
ろ
う
。

こ
のと
き
、
エ
リ
オ
ソ
ト
の
〈
都

市
〉
の映
像
が
わ
た
し
た
ち
に
投
げ
か

け
て
いる
意
味
と
は
、
い
つ
か
き
わ
め

て
本質
的
に宗
教
的
な
経
験
の
範
購
を

保
留
し
て
いる
と
いわ
ね
ぱ
な
ら
な
く

な
って
い
る。
そ
し
て
、
エリ
オ
ソ
ト

が
わ
だ
し
た
ち
に
と
っ
て
し
んに
ど
っ

き
り
す
る
ほ
ど
危
険
な
意昧
を不
意
に

あ
ら
わ
に
す
る
の
は
お
モ
ら
くそ
の
と

の

き
で
あ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、神
な

き
わ
左
レ
た
ち
に
共
同
体は
可
舵
か
と

い
う
問
い
が
、
そ
こ
か
ら
お
お
き
くわ

た
し
た
ち
の
ま
え
に
む
し
ろ
拒
絶的
に

立
ち
は
だ
か
って
く
る
か
ら
だ
。

死
ん
だ
兵
士
を
尾
き
か
え
ら
せ
0ζ

と
は

金
の
縁
と
り
を
し
κ本
の
な
か
で

神
の
復
沽
に
出
会
う
よ
り
も
た
や
す

多
く
の兵
士
は

い
く
たび
か
死
に

い
く
た
び
か生
き
か
え
って
さ
瓦

(塑
な
る
儲彙
や

氷
遠
に
受
け
と
る
こ
と
のな
い

不
思
餓
な
報
酬
が
あ
る
かぎ
り
は
)

い
く
た
び
か死
に

い
く
た
び
か生
き
かえ
る
某
十
「た
ち

が
こ
れ
か
ら
も
大陣
に

海
に

幾
世
紀
も
の
列
を
つく
っ
て
つづ
く

の
だ

(永
僅
に
受
け
と
る
こ
と
の
な
い報

酬
は
無
限
の
質
だ
/
)

わ
た
し
た
ち
の
詩
的
歴
史
にお
いて
も

共
向
体
への
渇
き
が
な
に
よ
り詩
への

契
機
を
孕
ん
で
し
ま
わ
ず
に
い
な
い
と

き
は
む
ろ
ん
あ
」た
し
、
た
と
え
ば無

ダ

川
信
夫
の
こ
の
詩
「神
の
兵
士」
は
そ

う
し
た
し
ん
の
コ
ミ
山
ニ
プ
ィ
へ
の
囚

的
指
同
を
異
様
に
明
白
に
し
て
い
る
と

いえ
る
だ
う
つ.
い
く
た
び
か
死
に
い

く
た
び
か
生
き
か
え
る
多
く
の
魂
な
き

兵
士
た
ち
から
の
孤
立
感
を
、
死
ん
で

生
き
かえ
る
兵
ナ
の
水
遜に
受
け
と
.勾

ご
と
の
な
い
報
酬
で
め
る
〈輝
限
の

質
〉
と
い
う
註業
の
な
か
に
彫
り
こ
ん

で
、し
ん
にみ
ず
から
の死
を
死
ぬ
こ

と
を
鮎
川
は
美
し
い
兵
士
の死
のう
ち

に
は
げ
し
く
影
像
化し
よ
う
とし
て
い

る
か
に
み
え
る
。

一九
四
四
年
五
月
の
あ
る伐
…
…

ぼ
く
は
ひ
と
り
の
共
士
の死
に立
張

った

か
れ
は
木
の
吊
床
に
身
を
横
た
え
て

高
熱
に
占
し
み
な
が
ら

な
か
な
か
死
の
う
と
し
な
か
っ
た

青
白
い記
慮
の
炎
に
っ
つ
ま
れ
て

冊
や
妹
や
恋
人
の
た
め
に
と
め
ど
な

く
涙を
批
し
つ
づ
け
た

かれ
と
ぽ
く
の
間
に
は

も
う超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
境
が

あ
り

ゅ
れ
る
昼
夜
幻
の
購
い
光
り
の
か
げ

に
死
が
や
っ
てき
て
じ
・2・.」跡
って
い

る
の
が見
え
た

戦
箏
を
呪
いな
が
b

か
れ
は
死
ん
で
い
った

藁
支
那
梅
の皮
を
疋る
病
阯
船
の
一

寮
で

あ
ら
ゆ
る
神
の
報
酬
を
拒
み

か
れ
は
永
陛
に
死
ん
で
い
っ
た

(あ
あ
人
間
性
よ
…
・3

この
典
し
い矯
士
は

再
び宏
$
か
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
)

ど
こ
か
と
お
い国
で
は

か
れ
の崇
,同な
死
が

盆
の縁
と
りを
し
た本
の
な
か
繕
閉

じ
こ
めら
"て

そ
の
う
え
に低
い祈
り
の
戸と

や
さ
し
い女
の
ひと
の
手
が
おか
れ

て
い
る

ム
ム
ム
ム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

,の
輿
様
な
内
的
志
向

ム
ム
ム
▲

そ
れ
は
崇
繭
砿
先
であ
り
、
切
笑
な

鮎
川
の
死
へ
の
邊
帯感
は
、
逆
に
告
に

お
け
る
孤
V
感
と
共
同体
の現
在
に
お

け
る
不
仕
に
よ
っ
て
裏
打
ち
され
て反

ね
か
え
♪て
い
る
だ
ろ
う
。
あ
る
いは

ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
記
念
講
演
会
か
ら

(下
)

古
代
ユ
ダ
ヤ
の
予
琶
百
たち
が
滅
亡
を
論
じ
た
と
き
に

は
、
た
だ
ユ
ダ
ヤ
国家
の滅
亡
だ
け
が
問
題
で
あ
った
。
こ

ん
に
ち
で
は
、
し
かし
、
地
上
のあ
ら
ゆ
る
人
問
の
滅
亡

が
、
も
は
や
死
の
テ
ク
ノ
ロジ
ーの
作
図
技
術
の
問
題
で
す

ら
な
く
な
って
い
る
。
む
し
ろ
、
こ
の作
図
技
術
の
問
題

は
、
す
で
に
解
決
ず
み
で
あ
り
、
人類
絶
滅
の
た
め
に
必
要

な
装
騰
は
、
完
成
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ
れ
は
、
た
だ
、

死
の
技
術
者
た
ち
に
よ
る
「作
業
開始
」
を待
つば
か
り
で

あ
る
。
こ
の
現
代
を
歴
史
的
に
構
成
す
る
には
、
し
た
が
っ

て
、
人
類
が
ゆ
き
づ
ま
り
に
ぶ
つ
か
る
可
能性
を
し
っか
り

とふ
まえ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
.
そ
し
て
、悪
し
き
逼
避
を

逃避
推
進
の
共
犯
者
と
し
て
告
発
し
な
けれ
ぱ
な
ら
な
い
。

逃避
主義
は
、
破
壊
の
テ
ク
ノ
ロジ
ー
が行
な
う
殺
人
の
同

罰
者
であ
る
。
も
ち
ろ
ん
殺
人
の
岡
調
者は
、こ
の
逃
避
主

義
だ
け
では
な
い
.
既
成
の
支
配機
構
の
一切
が
そ
う
で
あ

る
。
(ち
なみ
に
逃
避
主
義
は
、
多
く
の
ばあ
い権
威
に
劇

く
、
ま
たみ
ず
か
ら
も
権
威
主
義
的
で
あ
っ
て
、
つね
に
支

配
機
構
と
親
密な
関
係
に
は
い
り
ゃ
す
い
)
。電
化
を
奉

盤
と
し
た全
文
化
作
巣
、
す
な
わ
ち
新
聞
、
映
圃
、
ラ
ジ

オ
、
テ
レビ
、
一切
の
広
告
な
ど
、
忘
却
と
本
能
抑庄
をめ

ざ
す
人
聞
工
掌も
、
死
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
一租
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
音楽
や
演
劇
や
展
覧
会
な
ど
の
芸
術
、
文
化
事業

も
、
こ
の告
発
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
堕
落
し
た政

覚
や
労
働
組
合
の諸
機
関
も
例
外
で
は
な
い
●
か
れ
ら
は
、

自
分
た
ち
だ
け
の寄
生
虫
工ゴ
イ
ズ
ム
を
追
求
す
る
一方
、

労
働
者
階
級
が
現
在
の状
態
を
変
革
し
な
い
よ
う
に
、
注
意

ぷ
か
く
眼
を
く
ば
っ
て
い
る
ので
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
小

・中
・高
等
学
校
、
大
学
、
成
人
学校
な
どの
教
育
機
関

も
、
当
然
こ
の
告
発
の
対
象
と
な
る
。
い
ずれ
に
せ
よ
、
こ

れ
ら
す
べ
て
が
こ
ん
に
ち
、
大
な
り
小
なり
、
死
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
手
足
に
な
って
い
る
の
であ
る
。哲
掌
は
、
こ
れ

ら
す
べ
て
に
対
坑
ザ)な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
す
で
に
今
世
紀
の
は
じ
め
に
碓
認さ
れ
た
革
命
の
ア
ク

チ
ュア
リ
テ

ィを
け
っし

て
手
放
し
て

は
な
ら
な
い

死
の
テ
ク
ノ

ロジ
ー
の
も

ろ
も
ろ
の
機

関
に
むけ
て

し
か
もそ
の

機
関
の
な
か

革
命
によ
って
、
強
烈
な
衝
撃
を
受
け
た
の
だ
、
と
い
う
べ

で
き
あ
ろ
う
。
こ
のフ
ラ
ン
ス
革
命
を
政
治
的
に
構
成
し
て

現
在
を
想
起
す
る
こ
とは
、す
で
に
カ
ー
ル
・マ
ル
ク
ス
が

着
目
し
た
永
続
的
な
課題
で
ある
。
じ
じ
つ
、
こ
の
課
題

は
、
状
況
が
翁
わ
る
ご
と
に
、く
り
か
え
し
提
起
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
で
一八
二
八
年
に生
ま
れ
た
カ
ー
ル
・マ
ル
ク

ス
が
政
治
的
に
構
成
し
た
の
にた
いし
て、
革
命
の
同
時
代

人
で
あ
った
イ
マ
ヌ
エ
ル
・カン
ト
は

、
こ
の
距
命
を
筐

史
的
に
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
われ
は
、
カ
ン
ト
に
よ

る
フ
ラン
ス革
命
の
歴
史
的
構
成
か
ら
、
こ
の
革
命
に
つ
い

て
の
も
っ
と
も重
要
な
問
題
ぱ
か
り
で
な
く
、
現
代
の歴
史

的
構
成
と
いう
問
題
に
つ
い
て
も
き
わ
め
て
多
く
を
学
ぷ
こ

と
が
で
き
る
。
「人
類
の
教
胃
」
と
題
す
る
レ
ソ
シ
ン
グ
の

論
文
をド
イ
ツ
に
お
け
る
も
っと
も
王
要
な
範
例
と
す
る
啓

禦主
義
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
ま
え
に
し
た
啓
糞
主
義
は
、
人

トの死とわたしたちの問題

田
村
薩
一の
「わ
れ
わ
れ
は
罪
を
犯
す

こ
と
が
で
き
な
い」
「わ
れ
わ
れ
は
愛

に
よ
っ
て
破滅
する
こ
と
が
で
き
な

い
」
「わ
れ
われ
は
死
ぬ
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
い
う討
「三
つの
戸
」
の
な

か
の
鋭
い
対
句
をお
も
いお
こ
し
て
も

い
い
の
だ
。
そ
し
て
それ
は
、
わ
た
し

た
ち
が
神
な
き
霧
在
で
あ
るこ
と
のた

め
に
支
払
う
版
償
が
、
じ
つは
「わ
れ

わ
れ
は
罪
を
犯
す
こ
と
が
でき
な
い」

「わ
れ
わ
れ
は
愛
に
よ
っ
て
破滅
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
「わ
れ
わ
れは
死

ぬ
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
とな

の
で
あ
る
。
〈
神
〉
は
間
題
の
も
っと

も
鋭
敏
な
提
起
者
で
あ
り
、し
かも
同

題
の
も
♪と
も
均
智
な
飴
決
者
で
あ
る

か
ら
だ
.

し
か
し
、
共
趨
の
愛
へ
の
痛
求
を
も

つ
κめ
に
、
い
っ
て
つ吋
代
の
庇
脆
を

ひ
き
う
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
いう

騎
極
の
態
展
し
か
わ
た
し
た
ちは
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
い
るし
かな

い
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
エ
リォ
ソ

ト
の
よ
う
な
意
駄
で
の
〈
都
市
〉
の影

像
を
、
わ
震
し
た
ち
の
詩
が
ど
の
よ
う

に
も
所
有
で
き
な
いの
は
そ
の
た
め
で

あ
る
だ
ろ
う
。

あ
あ

、

意
味
が
ぽ
んの
す
こ
し
人
って
き
κ

だ
け
で

い
か
な
る
江代
都
而
も粉
伸
さ
れ
て

し
琴
つ

一一一=曽一曽「一■一一一=曽一二一

も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
童命
に加
担
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
人
類
が
向
よ
す
る
膨
力
を
も
っ
て
い
る舐
拠
で
あ
る
。

ー
革
命
が
フ
ラ
ン
ス
の
ぞ
と
で
亀天
き
な連
帯
を呼
び
さ
ま

し
た
富
実
は
、
あ
る
て
い
ど
「人
類
の
全
般的
傾
向
」
を
も

の
が
た
っ
て
いる
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
合
図
は
(
蕗
智

ロ目
猛
員
雪
貫
旨
已
追
憾
の
サ
イ
ン
と
し
て
)
過
去
の歴

史
を
回顧
させ
(ロ誌
5毎
ロ
3
「琶
5
皿賃
診露
旨
5
明
示

のサ
イ
ン
とし
て
)
現
に
血
行
し
て
い
る
歴
史
を
明
碓
化
し

(°。響
5旨
買
曽
8
旨
冒
予
知
の
サ
イ
ン
とし
て)
将

来
の
歴
史
を
照
ら
し
だ
す
。
これ
こ
そ
革
命
の
真
の
運
帯
で

あ
り
、
一九
一五
年
の
ベ
ルリ
ン
の
一学
生
の
こ
と
ば
を
つ

か
え
ば
、
歴
史
が
そ
れ
に集
中
し
て
いる
ひ
と
つ
の
焦
点
な

の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
自
身は
(革
命の
か
わ
り
に
)
專
制
君

主
に
よ
る
上
か
ら
の
改
革
が
行
なわ
れ
る
こ
と
を
悟
じ
て
い

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
のフ
ラ
ン
ス
革
命
と

い
う
礁
件

逃
避
は
殺
入
と
等
質

霧
の
む
こ
うで
は

た
え
ま
なく
爆
音
が
し
て

伺
千
年
の闇
を
つ
らぬ
いて
巣
小な

璽
の
火
柱
が
たち

ぼ
く
ら
を
儀
ん
だヒ
つ
の
凪代
都
甲

炎

」.が

.レ"
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可
能
性
の
も
つ
傷
口

「人
生
の
す
べ
て
に
よ
つ
て
も
コ
ー
ヒ
ー
の

匙
の
重
さ
を
は
か

れ
な

い
」
か
も
知
れ
ぬ

「
炎
上
す
る
近
代
郡

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
と
ヒ
ロ
シ
マ
を
歴
史
の
会
図
と
受
け
と
め
よ

◇

◇

◇

◇

哲
学
の
自
由
は
支
配
体
制
と
の
協
調
を
断
ち
切
る
と
こ
ろ
に
あ
る

か
ら
行
な
われ
る抵
抗
は
、
し
た
が
って
、
き
わ
め
て尖
鋭

・明
確
な
方
向性
を
も
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
地
上

の
あ
ら
ゆ
る
人間
が絶
滅
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
死
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
のあ
らゆ
る機
関
を
粉
砕
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
と
い
う
二
者択
一が問
題
な
のだ
。

現
在
を
回
避
す
る
こ
とは
、
こ
の地
上
の
ど
ん
な
片
隅
に

お
い
て
も
、
許
さ
れ
る
こ
と
では
な
い。
資
本
主
義
の
膨
張

が
、
こ
れ
ま
で
は
ら
ば
ら
に生
活
し
て
いた
地
域
を
結
び
つ

け
、
共
通
の
運
命
の
も
と
に逼
い
こ
んだ
か
ら
で
あ
る
。
貿

易
は
世
界
貿
易
と
な
っ
た
。
経済
は
世
界
経
済
と
な
った
。

政
治
は
世
界
政
治
と
な
っ
た
。
文
学
は
世
界
文
学
と
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
ひ
と
こ
と
で
ま
と
めれ
ば
、歴
史
が
世
界
史

と
な
った
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
それ
は
、
均
質
の
発
展

の
な
が
れ
を
辿
っ
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ最
大
の
射
程
距

礁
を
も
った
ひ
と
っ
の
歴
史
的
亭
件
、
す
なわ
ち
フ
ラ
ン
ス

類
の
歴
史
が
向
士
進
歩
す
る
と
いう
惟
信
を
も
って
い
た

が
、
こ
れ
は
、
け
っし
て
歴更
的
経
験
な
いし
自
己
体
験
に

も
とつ
いた
も
の
で
は
な
か
った
。
レ
ッ
シ
ン
グ
の齢
文
の

最
後
の
十
頂
目
は
、
布
望
を
も
つ
べ
き
か
、
絶
望
す
べき

か
、
と
いう
問
題
意
識
に
み
た
さ
れ
て
い
る
。
カ
ント
は
、

メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
に
た
い
し
て
、
レ
ソ
シ
ン
グ
を
擁護
し

な
が
ら
、
向
上
進
歩
への
希
望
を
肯
足
し
た
。
そし
て彼
目

身
、
つ
いに
ひ
と
つ
の
あ
た
ら
し
い
歴
史
哲
掌
の手
が
か
り

を
つか
む
こ
と
な
った
の
で
あ
る
。
カ
ント
の歴
史
哲
学
に

よ
れ
は
、①
歴
史
は
合
図
を
お
く
る
。
特
殊
な
歴
史
的
事件

と
いう
か
沈
ち
を
と
ッ
た
合
図
で
あ
る
。
②
フ
ラ
ン
ス革
命

が
、直
接
そ
れ
に
闘
係
の
な
い
人
ぴ
と
の
あ
い
だ
に
(た
と

え
ぱ同
時
代
の
か
な
り
の
数
の
ド
イ
ツ
人
の
あ
い
だ
に
)捲

き
お
こし
た
反
響
も
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
合
図
で
あ
っ

た
。当
時
、人
び
とは
、
いち
じ
る
し
い
危
険
が
あ
っ
た
に

を
、
い
つ

ま
で
も
思

れ
る
こ
と

の
で
き
な

い
蝕
大
な

事
件
で
あ

る
と述
べ

た。
1

こ
こ
で
わ

れ
わ
れ
とし
ては
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
ブ
ル
ジ
ョ
ア
がシ

ト
ワ
イ
ア
ン
(市
民
)
を圧
倒
し
、
資
本
王
説
綬
済
が
共
和

国
を
(人
問
関
係
の理
性
的
な制
度
を
)
圧
圏
し
、
世
界
破

壊
装
甑の
生
産
と
そ
の
た
えざ
る払
大
再
生
産
と
が
永
久
平

和
の
思
想
家
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・カ
ン
ト
を
圧
倒
し
た
こ
と
を

っ
け
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
革

命
へ
の
感
激
を
燃
えあ
が
らせ
た
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
革
命
は
、
それ
ま
で蛭
楮
の
な
か
に
あ
った
経
済
を
目
由

に
解
き
旗
った
の
で
あ
る
。
そし
てこ
の
蛭
楷
を
解
か
れ
た

経
済
が
、
こ
ん
に
ち
に
い
た
るま
で
あ
ら
ゆ
る
社
会
革
命
の

こ
こ
ろ
み
の
う
え
に
君
臨し
ます
ま
す
猛
威
を
ふ
る
い
な
が

ら
人
類
殺
り
く
の
テ
クノ
ロジ
ー
と
こ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
'

付
属
物
}切
を
生み
だし
た
ので
あ
る
。
哲
掌
が
、
そ
し
て

大
衆
が
、
い
ま
現
代
を
歴史
的
に構
成
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
鷺

は
、
そ
の
ま
ま
全
体
の
減
亡
に
つ
なが
って
し
ま
う
。
こ
ζ

て
は
、
い
か
な
る観
念
も
鹿
史
哲
学
剛
な
意
味
で
の
背穂
灯

為
で
あ
る
。
い
ま
は
、
ど
のよ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、

知
的
闘
弟
と
政
治
闘争
に
正
圓か
ら
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

と
き
な
の
だ
。

こ
れ
は
、
哲
学
に
と
っ
て
は
、ア
ウ
シ
ュウ
イ
ソ
と
ヒ
ロ

シ
マ
を
歴
史
の
合
凶
と
し
て
真剣
に受
け
と
め
、
こ
の
よ
う

な
破
壊
の
根
を
旭
去
の
鷹
史
の
な
か
から
あば
き
だ
さ
ね
は

な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
末
米
は
、ま
さ
し
く
、
こ

のよ
う
な
悪
の
根
1
↓
男
働
の
煉
外
や
セ
ソク
ス
の抑
圧
の

根
を
除
去
し
う
る
か
い
な
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
一方
、
大

衆
に
と
うて
は
、
こ
れ
は
、
現
在
の
寸
断
さ
れ
、軽
麗
さ

れ
、
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
、
排
斥
さ
れ
て
い
るダ
ル
ープ

が大
衆
と
し
て
自
己
を
形
譲
す
る
追
を
あ
ゆ
まね
ば
な
ら

ぬ
、
と
いう
こ
と
で
あ
る
。
た
と
い
、
こ
れ
ら
のグ
ル
ー

プ
の逓
命
が
今
後
な
が
い
期
周
に
わ
た
っ
て
絶
室的
にみ

え
る
とき
で
も
、
大
衆
は
こ
の
遍
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
か
れ
ら
こ
そ
酋
難
を
に
な
う
歴史
のし

も
べで
あ
る
。
か
れ
ら
を
お
い
て
、
メ
シ
ア
的
要
系
が活

動
す
る場
所
は
な
い
。
「か
れ
ら
反
対
派
は
、
外
鋤
か
ら体

制
にお
そ
いか
か
る
。
し
た
が
って
体
制
側
と
し
て
も
七
の

攻
撃
を
か
りす
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
れ
ら
こ
て、
ゲ
ー
ム

の
ル
ー
ル
を
破
る原
初
的
な
ち
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ル

ー
ル
を
娘
る
こ
と
によ
っ
て、
ゲ
ー
ム
が
体
制
に
あ
や
っ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
曝
鱗
す
る
。武
器
も
な
く
、
な
ん
ら
の
切

備
も
な
い
か
れ
ら
が
、
幕
本
削市
民
楡
を畏
求
し
て
、
腕
を

く
み
街
頭
へ出
て
い
く
と
き
、
か
れ
らは
目分
た
ち
が
犬
を

け
し
か
け
ら
れ
、
石
を
杖
げ
ら
れ
、あ
る
いは
爆
弾
、
研
務

所
、
強
制
収
容
所
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か死
に
さ
え
直
騨
)

なけ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
.法
と
軟序
の

犠
牲
者
の
た
め
の
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ーシ
ヨ
ンの
背
後

に
は
、
つね
に
か
れ
ら
の
大
き
な
ち
か
ら
が
ひ
そ
んで
いる

の
で
あ
る
」
(H
・マ
ル
ク
ー
ゼ
)
。
哲
学
は
、
こ
れ
にこ

た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
支
配
体
制
と
の協

調
を
一切
断
ち
切
る
こ
と
こ
そ
、
来
来
の
理
論
と
し
て
の
哲

学
のも
っと
も
け
だ
か
い
目
由
で
あ
り
、
も
っ
と
も
け
だ
か

い義
務
であ
る
。こ
れ
以
外
に
、
思
想
の
自
由
と
真
理
を
め

ざ
す道
は
な
い
。
(京
大
教
養
邸
講
師
)
(お
わ
り
)

高

原

宏

平
(懇

六
手
を
雌
いて
い
る
だ
.つ
つ。
「云
射

家
と
は
目分
た
ち
が
考
え
て
い
に
よ
う

な
宗
数
削
ヒ
ー
ロー
、
ド
ン
・キ
ホ
ー

テで
は
なく
て
、
可
舵
牡
の
操
求
.樹、

イ
シ
ュ
ミ
ユル
で
あ
る
、
と
気
づ
い
た

者
の
い
る
こ
とで
ある
…
・・今
日
わ
れ

わ
れ
が生
き
て
いる
新
し
い
時
代
で

は
、
芸
耐
家
は
、そ
の
よ
う
な
ヒ
ー
ロ

ー
と
し
て
の
符
別
な
颪
貞性
を
も
っ
こ

と
は
あ
り
え
な
い
し
、
ま
冗
、そ
れ
を

望
む
ほ
ど
芸
伽
な
る
神
を
信
じて
も
い

な
い
。
現
"
は
、
た
と
え
ば
、ド
グ
マ

の
必
饗
性
が
賜
認
誠
さ
れ
た
時代
と
い

え
る
。
そ
の
ド
グ
マ
は
埋
性
と
睡情
と

に
対
y
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
の土
臼

と
な
り
琵
麗
と
な
る
も
の
で
あ
る。
し

た
が
って
、
そ
の
う
汎
に
y
つ
ヒ
ー
ロ

ー
は
、
砂
漠
と
か
海
岸
の
あ
て
ど
な
い

放
浪
者
で
は
な
く
、
じ
み
で
は
あ
る

が
、
破
壊
さ
れ
た
都
市
の
城
煙
を
作
り

な
お
す
運
殻
省
な
の
で
あ
る
」

だ
が
「依
壊
さ
れ
兀都
市
」
と
は
わ

た
し
尤ち
に
と
って
胸
を
意
味
し
う
つ

だ
ろ
う
か
。鮎
川
はイ
シ
ュミ
エ
ル
に

つ
い
て
こ
う
穏
い
て
いる
。

魂
に
も
七
ソ
道具
が必
要
だ

帆
柱
や
舵
や
海
図
や
踊針
や救
命
ブ

イ
や
循
や
…
…

海
の
ま
ぱ
う
し
に
つ
か
れ
た
かれ
は

か
れ
は
潮
に
も
七
ソ
道
目ハが
必要
だ
と

いう
。
な
ぜ
か
?
わ
にし
は
反射
的に

田
村
陸
一の
次
の
詩
宥
を
お
も
い
う
か

べる
。

世
界
の
具昼

こ
の
痛ま
し
い明
る
さ
の
な
か
で
人

間
と
藁物
に
圏
す
る
あ
ら
ゆ
る
囲

明
性
に

わ
れ
われ
は
傷
つけ
ら
れ
て
い
る
!

し
か
し
、
今
日
わ
た
し
だ
った
ら
、

「白明
性」
と
いわ
ず
に
「可
能
性
」

に
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
いう
し
か
菰

い
だ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る可
舵
性
に
囲
ま

れ
て
い
る
と
い
う
鮎
覚
の
ため
に
、
ひ

と
っ
き
り
の
可
能
性
と
い
う
もの
への

の
必
曙
が汚
され
て
いた
の
だ
。
彼
の

秘
田
ー
てれ
は
け
っき
ょく
ど
う
い
う

こ
と
に
な
ノ
た
か?
諸
君
は
、
そ
れ
が

ヒ
マ
フ
マ
山系
のよ
っ
に
紬く
そ
び
え

y
って
い
る
と
思
うだ
ろ
う
。
だ
が
、

一ζれ
が
し
よ
つ
と
し
た
こ
と
は
、
た

だ
、
か
れ
の
生
き
よ
う
と
い
う誤
った

効
力
だ
った
の
だ
。
生
き
よ
う
、
死
ぬ

ま
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
彼
の

恥
じ
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
の

だ
」
。
た
し
か
に
、
わ
た
し
に
ち
の
日

覚
的
な
櫛分
は
い
ま
向
妙
に
も
あ
る
裡

の切
44
つ
ま
った
恥
の
感
覚
に
つ
き
ま

とわ
れ
て
いる
か
の
よ
う
だ
(鮎
川
や

田
村
には
、
そ
れ
は
も
っと
ち
が
った

形態
で
、た
と
み
は
目
崎
と
か
断
絶
恵

識
と
か
い
った
あ
ら
わ
れか
た
で
、
あ

っ
た
の
だが
)
。し
か
し
、
「わ
た
し

は
炎
の
な
か
か
ら
出
て

大
き
な
公
搬浴
場
の東
京
し
ゅう
七

さ
ま
よ
っ
た
」
(堀
川正
美
)
、
「囚

都
会
の
果
の

静
ま
った
工湯
群
の

酸
匂
う
想
で
ぼ
く
が
百
い
唄
う
κ
い少

`
が
ひ
と
り
で
た
ら
め
踊
り
を
嗣
る
」

(黒
田
喜
夫
)
、
「オ
ラ
ド
ウ
ー
ル

ヒ
ロソ
ぐと
矩
な
く
韻
を
ふ
め
る

二

十
世
紀
の
文
学
よ
。
昨
目
ま
た

オ
キ

十
ウ
石
川
巾で

二
十
一人
の
.+供
が

爆
発
す
る
ヒ
コ
ー
キ
の
下
敷
に
な
っ

た」
(飯
島耕
哺)
と
い
った
詩
仁
に

は
、
わた
し
たち
の
う
ちな
る
恥
離
感

へ
の
具摯
な
全身
的
加
慮
を
お
も
わ
ず

み
て
し
ま
わ
ず
には
いら
れ
な
いの
で

は
な
い
だ
ろ
う
か。

エ
リ
オ
ソト
が
ゲ
ー
ブ
の
「愛
。

竺
.
死
。」
と
い
う
訂
葉
を
も
し
っ

て
、
次
の
よ
う
に
面
い
た
と
き
、し
か

し
七
と
に
は
い
さ
さ
か
も
恥
辱
の気
分

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ィ

誕
生
。
桝
父
。

死
。

そ
れ
だ
け
、
そ
れ
だ
け
、
た

った
そ
れ
だ
け
、

誕
生
。漕性
、父。
死
。

ド
リ
ス

あ
た
し
、
退
馳
し
ろ
ゃ
う

わ
。

ス
サ
ィー
ニ
ィ
一てり
ゃめ
雌
鳩
し

ち
ゃ
う
さ。

ム
ム
ム
▲

時

代

の
変
容
を

余
儀
な
く
さ
れ
たムム

ム
▲

鮎
川
や
田
村
た
ち
の
世代
が
エリ
オ

ット
か
ら
享
け
た
の
は
、
そ
う
し
た
〈

退
屈
〉
を
支
え
る
き
わ
め
て
緊
辺
し
た

醸
情
と
柑
神
の
領
域
だ
った
と
い
っ
て

よ
か
った
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
わ

た
し
た
ち
は
、
エ
リ
オ
ソ
ト
の
よ
わ
に

「僕
は
コー
ヒ
ー
の
闘
で
目
分
の
人
生

をは
か
り
つ
く
し
だ
」
と
い
う
よ
り

も、
摂
葉
を
も
じ
れ
ば
、
「目
分
の
人

牛
のす
べ
てに
よ
って
も
コ
ー
ヒ
ー
の

匙の
颪
さ
を
は
か
り
つ
く
す
こ
と
が
で

き
な
い
」
かも
知
れ
ぬ
こ
と
に
あ
ま
り

協
っ
い
て
いる
と
さ
え
いう
こ
と
も
で

き
る
の
であ
る。
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち

が
遅
れ
て
きた
と
い
う
こと
で
は
な
く

て
、
か
っ
て
ト
ロ
ッキ
ー
が
「時
間
の

ひ
ろ
が
り
の
な
か
の
わ
が楓
国」
とよ

ん
だ
わ
た
し
た
ち
の
世紀
そ
の
もの
が

あ
る
釈
や
か
な
し
か
し
断固
とし
た
笈

容
を
余
履
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
の
た
め
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

エ
リ
万
ン
ト
も
死
ん
だ
。

(詩
人
)

一

必
然
性
を
わ
た
し
た
ちは
ま
った
く
欠
}

い
て
し
ま
って
い
る
の
で
あ
るか
ら
⊥
卿

そ
れ
は
、
い
わ
ぱ
恥
の
感
覚
と
よ

へ
る

も
の
か
も
知
れ
な
い
.

一一

ム
ム
ム
ム

私

た

ち

の

う

ち
○●9

●●
・・98

490門3茄 嵩1
スープ、プィッシュ、アン ト

ル、野菜サラダ、デザート、
パンそしてコーヒー
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宿 ・宿 泊 ・コンバ

コン・宴会に

 

合
追

加 茂 川 畔 の

州

 

清館旅

な
る
「
恥
の
感
覚
」

ー

ム
ム
ム
ム

最
近
読
ん
だ
ソ
ー
ル
・ベ
ロ
ー
の
小

説
「オ
ー
ギ
ー
・
マー
チ
」
の
鮮
か
な

ラ
スト
をわ
た
し
は
いま
染
翫
お
も
い

だし
た
のだ
が、
そ
こ
に
は
生
き
よ
う

と
す
る
こ
と
が恥
簿
で
さ
え
あ
る
、
わ

た
し
た
ち
の
奇妙
な
日
常
性
、
わ
た
し

た
ち
に
も
ひ
ど
く切
実
で
共
通
し
た
痛

い
傷
口
が
口
を
ひ
ら
い
て
いた
。
「彼

は
恥
ず
か
し
い忠
い
をし
てい
た
。,恥

辱
で
石
の
よ
う
に
な
っ
て
いた
。
か
れ

河原町今出川電停前
TEL(23)1750.8776

～

特殊
名

ー

従 業 員数8,600資本金80億 円
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(501)526:(儲)

名古屋市中区園井町1-1(興 銀ゼル,
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